
令和８年７月２４日、山梨大学・共創環境棟（CoｰCreation Base）に
おいて、「第３回 水素 SUMMER SCHOOL」の開校式及び第１回講義
が開催されました。
市内在住・在学の中・高校生が参加し、水素及び燃料電池の基礎やその

活用について、学びをスタートしました！

開校式では、甲府市の平岡
環境部長、山梨大学の市川
理事より挨拶があり、参加
者一人ひとりに期待の言葉
が贈られました。

今年も多くの中高生が、学
びの夏のスタートをきりま
した！

第１回講義は、山梨大学の飯
山明裕特任教授による、「水
素の意義と、水素・燃料電池
について」をテーマに、水素
の基礎から最新の研究動向
まで、分かりやすい解説が行
われました。

参加者はメモを取りながら、
熱心に受講していました。

市内在住・在学の中・高校生を対象に、水素エネルギーや燃料電池につい
て講義や実験、施設見学等を通じて学びを深めることを目的とした体験
型のスクールです。

水素が未来のエネルギーとして
とても期待されていることが分
かりました！

燃料電池の仕組みが良く分かっ
て、もっと学びたくなりました！

来週以降の実験や体験も楽しみ
です！
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